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海上の森自然環境保全地域維持管理事業について 

１ シデコブシの保全 

周辺樹木の生育による日照不足から開花や結実が少なくなり、生育状況の悪化が懸念されてい

たシデコブシについて、生育環境改善のための調査と保全活動

を実施している。 

調査は、平成 19 年度から平成 23 年度にかけて、屋戸川・

寺山川野生動植物保護地区の一部区間において、試験的に除間

伐を行い、光環境改善効果について名古屋大学へ調査委託した。 

平成 24 年 11 月からは、この結果を基に、大和リース株式

会社名古屋支店と協働して、名古屋大学の指導・助言のもとに

周辺樹木の除間伐を春と秋に実施している。  

  ○平成 28 年度：平成 28 年 4 月 20 日、27名参加 

           平成 28 年 11 月 29 日、80 名参加（ギフチョウ保全活動を合わせて実施） 

今後も保全活動を実施し、名古屋大学の指導・助言をもとにシデコブシの保全に努めていく。 

  

 

２ スミレサイシンの保全 

四ツ沢北東部野生動植物保護地区の生育地で、平成 21 年度

に実施した二次林内の竹林の除伐等によりチヂミザサ等の雑草

が繁茂したため、平成 22 年度から海上の森の会と協働して、除

草や一部の場所で落葉の除去作業を実施している。 

○平成 28年度： 平成 28 年 9 月 15 日、13 名参加 

                平成 29 年 2 月 2 日、 10 名参加 

なお、落葉の除去については、これまでのモニタリングにお

いて明確な効果が認められなかったため、平成 29 年 2 月の活動 

では実施せず、モニタリングを継続することとした。また、前回の運営協議会にてご指摘のあっ

たスミレサイシン生育地への通路の整備については、平成 28 年 11 月に行った。 

今後も保全活動を実施し、植物分野の専門家の指導・助言を得ながらスミレサイシンの保全に

努めていく。 

 
 
３ 湿地の保全 

屋戸川流域の湿地について、貧栄養湿地としての特性を保全

するため、海上の森の会と協働して、アシやヌマガヤなどの枯

れ草を除去している。 

○平成 28年度： 平成 28 年 12 月 15 日、17 名参加 

今後も保全活動を実施し、植物分野の専門家の指導・助言を

得ながら湿地の保全に努めていく。 

シデコブシ保全活動 

スミレサイシン保全活動 

湿地保全活動 

資料２ 
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４ ギフチョウの保全【新規：自然環境保全地域保全復元事業】 

近年、急激に減少しているギフチョウの生息地を保全・復元するため、屋戸川上流において森

林整備工事と東部丘陵生態系ネットワーク協議会員等との協働により、保全活動を実施した。 

食草のカンアオイ類や吸蜜植物のツツジ類等を保全し、ギフチョウの飛翔空間を確保するため、

以下の項目を実施した。なお、実施にあたっては、専門家の意見を聴くとともに、取組の効果を

評価するため、開空度調査及びカンアオイを指標とした植生調査を併せて実施した。 

1．森林整備工事 

 (1) 請 負 者：(株)緑公園柴田造園 

 (2) 工  期：平成 28 年６月 27 日から平成 29 年２月 10 日まで(２月６日完了) 

 (3) 工  種：受光伐 1.68ha、除伐 1.30ha、ササ刈 1.68ha、植生調査等 

2．協働による保全活動 

 (1) 協 働 者：(NPO)海上の森の会､東部丘陵生態系ネットワーク協議会員､企業等 196 名 

 (2) 作業内容：除伐 0.38ha、ササ･除伐木の整理･片付け･間伐木の搬出(試行) 

 (3) 普及啓発：ギフチョウ･里山保全等に関する学習会 

3．専門家指導 

 (1) 専 門 家：芹沢俊介愛知教育大学名誉教授、増田理子名古屋工業大学教授 

        髙橋匡司日本鱗翅学会自然保護委員会東海支部長 

 (2) 指導内容：保全計画策定･調査方法検討(H27)、伐採木･保残木の選木(現地指導)(H28) 

【保全活動等実施状況】 

 ○７月 27 日 ササ･除伐木の整理、普及啓発(東部丘陵の取組について)、 

(NPO)海上の森の会会員、南山大学 江田信豊教授始め 37 名 

 ○８月 24 日 普及啓発(基調講演ほか) 名古屋工業大学 増田理子教授始め 58名 

 ○９月 15 日 ササ･除伐木の整理 愛知県職員 4名 

 ○11 月 29 日  除伐、ササ･除伐木の整理、普及啓発(ギフチョウの保全) 

大和リース㈱名古屋支店社員始め 80 名              

 ○３月 ９日  除伐･除伐木の整理、伐採木搬出･薪割(試行)、普及啓発(希少種保全) 

        あいちサスティナ研究所研究生始め 17 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

過密な森林 健全な森林 

【森林整備概要】 

受光伐 

除伐 

サ サ 刈

【保全活動】 

(ササ･除伐木の整理状況) 

【保全活動】 

(伐採木搬出) 

【着手前】 【完了】 
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図：海上の森自然環境保全地域における希少種保全対策 

四ッ沢北東部野生動植物保護地区 

スミレサイシン自生地 
【H21】 
 ・スミレサイシン保護柵・看板の設

置、竹林整備 
【H22～】 
 ・除草等の保全活動 

屋戸川･寺山川野生動植物保護地区 

シデコブシ自生地（屋戸川、寺山川流域） 
【H19～23】 

・シデコブシ保全調査 
【H21】 
 ・樹木の伐採 
 ・巡視歩道の整備等 
【H24～】 

・除間伐等の保全活動 
（企業との協働による保全活動） 

屋戸湿地の保全活動（除草等） 

ギフチョウの保全活動 
【H28】 
・受光伐･除伐･ササ刈･植生調査  
 (生態系ネットワーク協議会等 t
との協働による保全活動) 


